
名
橋
「
日
本
橋
」
の
近
く
に
あ
る
旧

野
村
ビ
ル
か
ら
コ
レ
ド
日
本
橋
ま
で
の

あ
た
り
（
日
本
橋
一
丁
目
中
地
区
）
を

国
家
戦
略
特
区
と
市
街
地
再
開
発
事
業

で
整
備
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
。

コ
レ
ド
日
本
橋
と
旧
野
村
ビ
ル
は
残

し
つ
つ
、
２
８
７
ｍ
（
51
階
）
の
超
高

層
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
を
建
て
る
計
画
で
、

竣
工
は
25
年
度
の
予
定
で
す
。

新
ビ
ル
の
ほ
と
ん
ど
は
野
村
グ
ル
ー
プ
？

国
家
戦
略
特
区
と
な
る
理
由
の
一
つ

で
あ
る
「
国
際
競
争
力
強
化
に
資
す
る

金
融
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
の
形

成
」
と
し
て
、
「
国
際
級
ホ
テ
ル
」
や

ホ
ー
ル
、
交
流
施
設
な
ど
を
設
置
し
ま

す
が
（
下
図
）
、
床
面
積
の
13
・
５
％

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

残
り
、
86
・
５
％
の
オ
フ
ィ
ス
部
分

は
、
主
に
野
村
グ
ル
ー
プ
が
取
得
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
国
際
級
ホ
テ
ル
」
に
し
て
も
、
最

近
、
ホ
テ
ル
業
務
に
参
入
し
た
野
村
不

動
産
が
取
得
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

区
は
否
定
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
局
、
野
村
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の
市

街
地
再
開
発
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

市
街
地
再
開
発
事
業
で
す
か
ら
、
多

額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
来
年
春
に
発
表
さ
れ
る
と
い

わ
れ
る
首
都
高
速
道
路
の
地
下
化
案
と

リ
ン
ク
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
税
金
投
入

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

野
村
グ
ル
ー
プ
の
た
め
の
開
発
は
、

「
加
計
学
園
」
問
題
で
有
名
に
な
っ
た

「
国
家
戦
略
特
区
」
に
よ
る
大
胆
な
規

制
緩
和
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
手
法
で
手

続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
国
家
戦
略
特
区
」
を
利
用
し
て
、

規
制
緩
和
と
ば
く
大
な
税
金
投
入
が
行

わ
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で

し
ょ
う
。

私
は
、
12
月
14
日
の
中
央
区
都
市
計

画
審
議
会
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
指

摘
し
、
こ
の
計
画
に
反
対
し
ま
し
た
。
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東
京
証
券
取
引
所
か
ら
永
代
通
り

と
新
大
橋
通
り
に
囲
ま
れ
た
「
日
本

橋
兜
町
・
茅
場
町
一
丁
目
地
区
」
内

に
あ
る
「
日
本
橋
兜
町
７
地
区
」

（
左
図
斜
線
の
街
区
）
の
再
開
発
計

画
が
、
12
月
14
日
の
中
央
区
都
市
計

画
審
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

以
前
「
山
種
美
術
館
」
が
あ
っ
た

ビ
ル
を
周
辺
ビ
ル
と
一
緒
に
建
て
替

え
る
の
も
の
で
、
「
国
家
戦
略
特
区
」

に
よ
っ
て
高
さ
90
ｍ
、
15
階
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ル
（
下
図
）
を
建
設
し
ま
す
。

主
な
権
利
者
は
平
和
不
動
産
、
竣

工
予
定
は
２
０
２
０
年
で
す
。

周
辺
を
一
体
化
し
て
ビ
ル
建
設
す

る
た
め
に
、
区
は
二
つ
の
区
道
を
付

け
替
え
て
敷
地
を
広
く
し
て
あ
げ
る

サ
ー
ビ
ス
を
し
ま
す
。

兜
町
界
隈
は
、
東
証
の
場
立
ち
の

廃
止
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引

の
普
及
も
相
ま
っ
て
、
賑
わ
い
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
日
本
橋
兜

町
周
辺
を
「
国
家
戦
略
特
区
」
と
認

定
し
「
ア
ジ
ア
有
数
の
金
融
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
整
備
し
て
い
く
と
い
う
計
画

が
あ
り
、
平
和
不
動
産
を
中
心
に
、

区
も
参
加
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
計
画
は
、

そ
の
先
陣
を
切
る
も
の
で
す
。

庶
民
を
修
羅
場
に
引
き
込
む

ビ
ル
の
１
階
～
４
階
は
、
取
引
所

機
能
の
補
完
や
株
主
総
会
・
Ｉ
Ｒ
説

明
会
等
を
行
う
ホ
ー
ル
や
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
、
さ
ら
に
、
投
資
家
と
企
業

と
の
対
話
・
交
流
の
た
め
の
ラ
ウ
ン

ジ
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
主
に
個
人
投
資
家
を
呼

び
込
む
た
め
の
も
の
で
す
。

５
階
～
15
階
は
オ
フ
ィ
ス
で
す
。

い
ま
、
株
取
引
や
投
資
の
世
界
は

激
変
し
て
お
り
、
売
買
は
Ａ
Ｉ
（
人

工
頭
脳
）
が
行
う
た
め
、
15
年
後
に

は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
43
％
が
Ａ
Ｉ
に

代
わ
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
千
分
の
１
秒
以
下
の
速
さ

で
取
引
す
る
「
高
頻
度
取
引
（
Ｈ
Ｆ

Ｔ
）
」
が
、
当
た
り
前
に
な
っ
て
い

る
世
界
で
も
あ
り
ま
す
。

個
人
投
資
家
は
、
太
刀
打
ち
で
き

る
は
ず
も
な
く
、
大
資
本
の
「
カ
モ
」

に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

区
も
投
資
を
呼
び
込
む
計
画
だ
と

認
め
て
い
ま
す
が
、
実
体
経
済
が
伴

わ
ず
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
カ
ジ
ノ
の
場

と
化
し
て
い
る
金
融
の
修
羅
場
に
庶

民
を
い
ざ
な
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
目
的
を
持
っ
た
開
発

の
た
め
に
、
区
道
を
付
け
替
え
た
り
、

容
積
率
を
緩
和
す
る
こ
と
を
認
め
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

私
は
、
区
計
審
で
問
題
点
を
指
摘

し
て
、
計
画
に
反
対
し
ま
し
た
。

16
年
度
の
税
金
の
使
わ
れ
方
を
、

区
民
一
人
当
た
り
の
額
で
見
て
み
ま

す
。17

年
１
月
１
日
現
在
の
人
口
は
、

約
15
万
人
（
14
万
９
６
４
０
人
）
。

16
年
度
の
中
央
区
一
般
会
計
は
、

９
６
７
億
２
１
３
８
万
円
な
の
で
、

区
民
一
人
当
た
り
「
64
万
５
千
円
」

と
な
り
ま
す
。

一
方
、
16
年
度
会
計
の
15
％
を
占

め
た
市
街
地
再
開
発
補
助
金
は
、
１

４
４
億
８
１
１
１
万
円
で
す
。

な
ん
と
、
一
人
当
た
り
「
９
万
７

千
円
」
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
を
含
め
て
、
区
民
一
人

が
約
10
万
円
を
市
街
地
再
開
発
の
た

め
に
「
拠
出
」
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。私

た
ち
の
ば
く
大
な
税
金
を
使
っ

て
い
る
の
に
、
市
街
地
再
開
発
事
業

は
闇
の
部
分
が
多
す
ぎ
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
本
来
、
区

民
参
加
で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
連
載
を
通
じ
て
、
広
く
区
民

の
方
た
ち
に
、
「
中
央
区
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
、
も
っ
と
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
つ
づ
く
）


